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直 前 対 策 講 座

「姫 路 検 定 試 験」は 、姫 路 市 民 を は じ め、

県内 外 からも受 験頂き、今 回で第 ２１回 目を

実 施 する 運びとなりました。当 検 定 は 「お も

て な しの 心 」を 持ってお 客 様 を 迎 える

意識を 高め、姫路に関 する知 識を深 めて
て

頂くため の 検 定 試験で す。本調 習 会 では

姫路検 定の攻 略 法を 解 説します。
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姫 路 商 工 会 議 所 本館 5F 501 ホール ※1『可目と ２回 目 は 異 な る 内 容 を 行 いま す

言
ｙ

播磨歴史ネットの会 所丿嵐 飯 塚　 敬 氏」
：
一

第 21回 姫 路 検 定 試 験 を 受 験 さ れ る 方

※基 礎 的な 姫llの 知讖 を確 認 または整 理 i...たい 方上 記 の 他 、相 生 学 院 高 等 学 校 難］務。

苫 書 「元 治 元 年 一 二 月 二 六 日 姫 路 藩 甲 子 の 獄 」（文 芸 社 ）

執 筆 「姫 躍 の あ ゆ み 」（姫 路 市 教 肓 委 挺 会 ） ↓
Ｓ
お

」
：

無　 料

※受 講 証 は 発 行致 しま せ ん。 120名

ゾ

甼

之 rl迴 迫 の l鬯ち ゛.｢jみｒ茗 衄 さｔ･ら `た な さ ま７x
姫 路 検 定 ３級 程 度 の 知 識

（社 寺 、祭 り、文 化．産 業 、歴 史 、姫 路 城 等 ）

※当 日 ぱ レ ジ ュ メ を 用 意し ま す 。

※当 日ぱ 姫呀 峨 定 試験 公 式 テ ー士－スト「姫 路 B00K」そ 使 用しま す。

お 持ち の 方 は ご 持 参 <た か Λ

」
申
浣

姫 路 商 工 会 議 所 検 定 担 当

〒670-8505姫 路 市下 寺 町 43

TEL(079)223-6558　FAX(079)222-6()05

E-Mail kentei＠him邨 -ｃｃｉ.ｏ｢･Jp

下 記申 込 書 にご 記 入 の上 、FAx ・ 郵 便 ・E-marrで お 申 込 みくださ い。

姫 路 検定 試 験直 前対 策講 座 申込 書 申 込日 :2024｛令 和 6｝年　　 月　　 日

公 ･垈 や ･冫
－･－－ ＴＥＬ

ｉ働 人 で あ 奉 込 み 必 斗 合 、ご 砲 入 C叺心 要 ぼご ざ い ま 髦 ね ．
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Ｅ　戸 ﾐ ＦＡＸ

① ②

g-　夕 ．

－ヽ－

③ ④

※ご 記 入 い た だ い た 情 報 jま、商 工 会 議所 か ら の 各榿 連 絡 ・情 報 提 供 の ため に 利 用 す るほ か 、セ ミ ナ ー参 加 奢 の 索 敵 祠 査 ・分 析 の た 斟 こ利 用 する こと かあ りま す。
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